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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　表示手段に選択可能な部品を含む画像を表示させる表示制御手段と、
　前記表示制御手段により表示された前記画像に含まれる前記部品のドラッグアンドドロ
ップ可能に選択を制御する選択制御手段と、
　前記選択制御手段により選択された前記部品のドラッグが開始されると、該部品に関連
する機能に対応するアイコンを前記画像に重畳して表示させるアイコン表示制御手段と、
　ドラッグ中の前記部品を、前記アイコン表示制御手段が前記画像に重畳して表示させた
アイコンにドロップすると、前記アイコンに紐付く機能を実行させる実行手段と、
　を含む、情報処理装置。
【請求項２】
　前記選択制御手段は、遠隔操作装置の動きに応じて前記画像上を移動する、請求項１に
記載の情報処理装置。
【請求項３】
　前記実行手段は、前記選択制御手段が前記画像に含まれる前記部品をドラッグした状態
で、前記選択制御手段が予め定められた軌跡を描いて移動した場合に、該軌跡に対応する
機能を実行させる、請求項１に記載の情報処理装置。
【請求項４】
　前記選択制御手段は、前記画像に含まれる複数の部品を同時に選択可能である、請求項
１に記載の情報処理装置。



(2) JP 4618346 B2 2011.1.26

10

20

30

40

50

【請求項５】
　前記アイコン表示制御手段は、前記実行手段の実行履歴を用いて前記画像に重畳して表
示させるアイコンを決定する、請求項１に記載の情報処理装置。
【請求項６】
　前記アイコン表示制御手段は、表示させようとするアイコンが前記表示手段に収まらな
い場合には優先度の高いものから前記表示手段に表示させる、請求項１に記載の情報処理
装置。
【請求項７】
　前記アイコン表示制御手段は、前記実行手段の実行履歴を用いて前記優先度を決定する
、請求項６に記載の情報処理装置。
【請求項８】
　表示手段に選択可能な部品を含む画像を表示させる画像表示ステップと、
　前記画像表示ステップにより表示された画像に含まれる部品をドラッグアンドドロップ
可能に選択する選択ステップと、
　前記選択ステップで選択された前記部品のドラッグが開始されると、該部品に関連する
機能に対応するアイコンを前記画像に重畳して表示させるアイコン表示ステップと、
　ドラッグ中の前記部品を、前記アイコン表示ステップで前記画像に重畳して表示させた
アイコンにドロップすると、前記アイコンに紐付く機能を実行させる実行ステップと、
を含む、情報処理方法。
 
 
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、表示装置および表示方法に関し、より詳細には、電子番組表を画面に表示す
る表示装置および表示方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　アナログ放送またはデジタル放送を受信して表示するテレビその他の表示装置において
は、放送波と共に送信される電子番組表（ＥＰＧ；Ｅｌｅｃｔｒｏｎｉｃ　Ｐｒｏｇｒａ
ｍ　Ｇｕｉｄｅ）データを受信して、受信した電子番組表データに基づいて電子番組表を
画面に表示する機能を有しているものが広く普及している。
【０００３】
　画面に表示された電子番組表に対して、番組の詳細な説明を表示させたり、番組の視聴
や録画の予約をしたりする場合には、従来はリモートコントローラに配された上下左右の
カーソルキーや、メニューを表示するメニューボタン、選択された番組への操作を行う決
定ボタンなどを用いて操作するのが一般的であった。しかし、カーソルキーを用いて特定
の番組に対して操作を行う場合、まずカーソルキーで番組を選択し、さらに決定ボタンな
どを押下して別途表示されるメニューから、再度カーソルキーを用いて項目を選択する必
要があるため、操作に時間がかかっていた。
【０００４】
　このような番組表において、カーソルキーの操作によってフォーカスされた番組と直接
関連を持たない操作を行う場合に、直感的な操作や一貫した操作を行うことができない。
例えば、番組の予約を設定する場合は、一般的にはカーソルキーによって番組を選択して
から、メニューボタンでサブメニューを開き、サブメニューから「予約」を決定ボタンの
押下で選択するという手順を踏む。かかる場合において、特定の条件に合致する番組を検
索するような場合は、最初にメニューボタンを押下してオプションメニューを開き、オプ
ションメニューから「検索」を決定ボタンの押下で選択してから、検索条件を設定すると
いう手順になり、操作手順に一貫性がない。
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【０００５】
　かかる問題を解決するために、カーソルキーでの操作に替わってカーソルを自由に操作
することができる、いわゆるフリーカーソルのリモートコントローラによる番組表の操作
が提案されている（例えば、特許文献１～特許文献７参照）。また、ジャイロセンサなど
のデバイスを組み込んだリモートコントローラを用いてユーザのジェスチャに対して特定
の操作を割り当てて番組表の操作を行う手法（特許文献８参照）や、画面上のアイコン（
視聴予約操作や録画予約操作のためのアイコンなど）を、番組表の各番組に対してドラッ
グアンドドロップする手法も提案されている（特許文献９参照）。
【０００６】
【特許文献１】特開平１０－１８８３９０号公報
【特許文献２】特開２０００－２７０２７６号公報
【特許文献３】特開２００７－２１３２４０号公報
【特許文献４】特開２００５－２４２７３１号公報
【特許文献５】特開２００２－２５９００４号公報
【特許文献６】特開２００５－１２４３３号公報
【特許文献７】特開２００７－３２９５３１号公報
【特許文献８】特開２００４－１７３００３号公報
【特許文献９】特開２００６－２２９７９２号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　しかし、番組表をフリーカーソルに対応した場合であっても、番組に関連した操作を実
行するには固定された位置に表示されるメニューやアイコンから項目を選択する必要があ
り、素早く操作を行えない。特に、複数の操作アイコンをあらかじめ画面上に配置してお
く方法では、画面スペースの制約により、小さな操作アイコンを多数配置することになり
、フリーカーソルでポイントする際に細かい位置合わせが必要になるという問題があった
。
【０００８】
　また、ジャイロセンサなどのデバイスを組み込んだリモートコントローラを用いて、ユ
ーザからのリモートコントローラのジェスチャに対して特定の操作を割り当てることで番
組表の操作を行う手法では、常にジェスチャ入力を受け付けていると、ジェスチャ入力開
始のタイミングが分かりにくく、操作ミスの原因になりやすいという問題があった。また
、番組表で実行可能なすべての機能に対し、一つずつジェスチャを割り当てるのは困難な
ため、ユーザは特定の操作しかジェスチャ入力で行えないなどの制約もあった。
【０００９】
　さらに、画面上に表示された操作アイコンを番組表に表示された各番組に対してドラッ
グアンドドロップする手法では、番組表上に小さく表示された番組に操作アイコンをドロ
ップするような場合に、誤って別の番組へドロップしてしまうなどの操作ミスが発生しや
すいという問題もあった。
【００１０】
　そこで、本発明は、上記問題に鑑みてなされたものであり、本発明の目的とするところ
は、電子番組表に表示されたパーツをドラッグした時点で当該パーツに関連するアイコン
を電子番組表に重畳する形で表示させ、ドラッグしたパーツを表示されたアイコンにドロ
ップすることで、電子番組表に対する容易な操作が可能な、新規かつ改良された表示装置
および表示方法を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　上記課題を解決するために、本発明のある観点によれば、画像を表示する表示手段と、
表示手段に、部品が組み合わされた状態の電子番組表を表示させる電子番組表表示手段と
、電子番組表表示手段により表示された電子番組表の部品をドラッグアンドドロップ可能
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に選択する選択手段と、選択手段が選択した部品がドラッグされると、該部品に対応する
アイコンを電子番組表に重畳して表示させるアイコン表示手段と、選択手段が電子番組表
に表示された部品をドラッグした状態で該部品をアイコン表示手段が電子番組表に重畳し
て表示させたアイコンにドロップすると該アイコンに紐付く機能を実行させる実行手段と
、を含む、表示装置が提供される。
【００１２】
　かかる構成によれば、表示手段は画像を表示し、電子番組表表示手段は、表示手段に部
品が組み合わされた状態の電子番組表を表示させる。また、選択手段は電子番組表表示手
段により表示された電子番組表の部品をドラッグアンドドロップ可能に選択し、アイコン
表示手段は選択手段が選択した部品がドラッグされると、該部品に対応するアイコンを電
子番組表に重畳して表示させる。そして、実行手段は、選択手段が電子番組表に表示され
た部品をドラッグした状態で該部品をアイコン表示手段が電子番組表に重畳して表示させ
たアイコンにドロップすると該アイコンに紐付く機能を実行させる。その結果、電子番組
表に表示されたパーツをドラッグした時点で当該パーツに関連するアイコンを電子番組表
に重畳する形で表示させ、ドラッグしたパーツを表示されたアイコンにドロップすること
で、電子番組表に対する容易な操作が可能となる。
【００１３】
　選択手段は、遠隔操作装置の動きに応じて電子番組表上を移動するようにしてもよい。
【００１４】
　実行手段は、選択手段が電子番組表の部品をドラッグした状態で、選択手段が予め定め
られた軌跡を描いて移動した場合に、該軌跡に対応する機能を実行させるようにしてもよ
い。
【００１５】
　選択手段は、電子番組表の複数の部品を同時に選択可能であってもよい。
【００１６】
　アイコン表示手段は、実行手段の実行履歴を用いて電子番組表に重畳して表示させるア
イコンを決定してもよい。
【００１７】
　アイコン表示手段は、表示させようとするアイコンが表示手段に収まらない場合には優
先度の高いものから表示手段に表示させるようにしてもよい。また、アイコン表示手段は
、実行手段の実行履歴を用いて優先度を決定するようにしてもよい。
【００１８】
　また、上記課題を解決するために、本発明の別の観点によれば、表示手段に部品が組み
合わされた状態の電子番組表を表示させる電子番組表表示ステップと、電子番組表表示ス
テップにより表示された電子番組表の部品をドラッグアンドドロップ可能に選択する選択
ステップと、選択ステップで選択した部品がドラッグされると、該部品に対応するアイコ
ンを電子番組表に重畳して表示させるアイコン表示ステップと、電子番組表に表示された
部品を選択ステップでドラッグした状態で該部品をアイコン表示ステップで電子番組表に
重畳して表示させたアイコンにドロップすると該アイコンに紐付く機能を実行させる実行
ステップと、を含む、表示方法が提供される。
【発明の効果】
【００１９】
　以上説明したように本発明によれば、電子番組表に表示されたパーツをドラッグした時
点で当該パーツに関連するアイコンを電子番組表に重畳する形で表示させ、ドラッグした
パーツを表示されたアイコンにドロップすることで、電子番組表の操作が可能な、新規か
つ改良された表示装置および表示方法を提供することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２０】
　以下に添付図面を参照しながら、本発明の好適な実施の形態について詳細に説明する。
なお、本明細書及び図面において、実質的に同一の機能構成を有する構成要素については
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、同一の符号を付することにより重複説明を省略する。
【００２１】
　また、以下の順序に従って本発明の好適な実施の形態について詳細に説明する。
　　〔１〕本発明の一実施形態にかかる表示装置の構成
　　〔２〕本発明の一実施形態にかかる表示装置の動作
　　〔３〕まとめ
【００２２】
　　〔１〕本発明の一実施形態にかかる表示装置の構成
　まず、本発明の一実施形態にかかる表示装置の構成について説明する。図１は、本発明
の一実施形態にかかる表示装置１００の構成について説明する。説明図である。以下、図
１を用いて本発明の一実施形態にかかる表示装置１００の構成について説明する。
【００２３】
　図１に示したように、本発明の一実施形態にかかる表示装置１００は、デジタルチュー
ナ１０１と、デスクランブル部１０２と、デマルチプレクサ１０３と、デコード部１０４
と、ＯＳＤ（Ｏｎ　Ｓｃｒｅｅｎ　Ｄｉｓｐｌａｙ）処理部１０５と、映像信号処理回路
１０６と、音声信号処理回路１０７と、表示部１０８と、音声出力部１０９と、制御部１
１０と、ＲＯＭ１１１と、ＲＡＭ１１２と、ＥＥＰＲＯＭ１１３と、時計回路１１４と、
ＨＤＤＩ／Ｆ１１５と、ＨＤＤ１１６と、キーＩ／Ｆ１１７と、キー入力部１１８と、リ
モートコントローラＩ／Ｆ１１９と、リモートコントローラ信号受信部１２０と、ネット
ワークＩ／Ｆ１２１と、外部Ｉ／Ｆ１２２と、を含んで構成される。
【００２４】
　デジタルチューナ１０１は、アンテナ１２で受信した放送波を復調するものである。ア
ンテナ１２としては、アナログ放送を受信可能なアンテナ以外にも、地上デジタル放送を
受信可能なＵＨＦ（Ｕｌｔｒａ　Ｈｉｇｈ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ；極超短波）アンテナで
あってもよく、ＢＳ（Ｂｒｏａｄｃａｓｔｉｎｇ　Ｓａｔｅｌｌｉｔｅ）デジタル放送や
ＣＳ（Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎｓ　Ｓａｔｅｌｌｉｔｅ）デジタル放送を受信可能な
パラボラアンテナであってもよい。デジタルチューナ１０１における復調は、制御部１１
０からの選局制御信号に基づいて、受信した放送波から復調する放送信号を選局する。デ
ジタルチューナ１０１で復調された放送信号はデスクランブル部１０２に供給される。
【００２５】
　デスクランブル部１０２は、デジタルチューナ１０１で復調された放送信号に対して、
放送信号に暗号化処理（スクランブル処理）が施されていれば、制御部１１０からの暗号
解読信号に基づいて、暗号化を解除する処理（デスクランブル処理）を実行するものであ
る。デスクランブル部１０２でデスクランブル処理が施された放送信号は、デマルチプレ
クサ１０３に供給される。
【００２６】
　デマルチプレクサ１０３は、デスクランブル部１０２から供給された放送信号を、映像
信号と音声信号とに分離するものである。また、デマルチプレクサ１０３は、デスクラン
ブル部１０２から供給された放送信号から、電子番組表を生成するためのデータ（以下「
電子番組表情報」とも称する）を抽出する。デマルチプレクサ１０３で分離された映像信
号および音声信号はデコード部１０４に供給される。また、デマルチプレクサ１０３で抽
出された電子番組表情報は、制御部１１０に供給され、制御部１１０において電子番組表
が生成される。制御部１１０の構成については後に詳述する。
【００２７】
　なお、デマルチプレクサ１０３で分離されて出力される映像信号や音声信号は、例えば
ＭＰＥＧ（Ｍｏｖｉｎｇ　Ｐｉｃｔｕｒｅ　Ｅｘｐｅｒｔｓ　Ｇｒｏｕｐ）等の所定の符
号化方式によって符号化されたデータである。
【００２８】
　デコード部１０４は、デマルチプレクサ１０３で分離された映像信号および音声信号を
、所定の符号化方式に基づいて復号して出力するものである。デコード部１０４は、図１
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には図示していないが、映像信号をデコードする映像信号デコード部と、音声信号をデコ
ードする音声信号デコード部とを含んで構成される。デコード部１０４でデコードした映
像信号はＯＳＤ処理部１０５を経由して映像信号処理回路１０６に供給され、音声信号は
音声信号処理回路１０７に供給される。
【００２９】
　ＯＳＤ処理部１０５は、制御部１１０から供給されるデータに応じて、電子番組表や番
組に関する情報及びパーソナルコンピュータ１４やスケジュール配信サーバ１５から取得
した予定情報を表示部１０８に表示するための映像信号処理を実行するものである。ＯＳ
Ｄ処理部１０５では、デコード部１０４でデコードされた映像信号に対してこれらの情報
を重畳するように映像信号処理を施して、または映像信号の替わりに表示するように映像
信号処理を施して、処理が施された信号を映像信号処理回路１０６に供給する。
【００３０】
　映像信号処理回路１０６は、ＯＳＤ処理部１０５から供給された映像信号に対して、表
示部１０８で映像として表示するための信号処理を実行するものである。一方、音声信号
処理回路１０７は、デコード部１０４から供給された音声信号に対して、音声出力部１０
９から音声として出力するための信号処理（例えば、増幅処理等）を実行するものである
。
【００３１】
　表示部１０８は、映像信号処理回路１０６で信号処理が施された映像信号に基づいて映
像を表示するものである。表示部１０８としては、例えば液晶ディスプレイ、有機ＥＬデ
ィスプレイ、プラズマディスプレイ、ＣＲＴディスプレイ等であってもよい。音声出力部
１０９は、音声信号処理回路１０７で信号処理が施された音声信号に基づいて音声を出力
するものである。音声出力部１０９を構成するスピーカの数は、１つであってもよく、２
つ以上であってもよい。
【００３２】
　制御部１１０は、表示装置１００の各部を制御するものである。制御部１１０には、図
示しないが、ＣＰＵ（Ｃｅｎｔｒａｌ　Ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ　Ｕｎｉｔ；中央演算装置
）が含まれる。制御部１１０と、表示装置１００の各部とは、内部バス１２３で相互に接
続されている。例えば、表示装置１００の電源のオン・オフ、音量の増減、チャンネルの
選局等の制御を、ユーザからの指示によって実行する。また、制御部１１０はデマルチプ
レクサ１０３で分離された電子番組表情報や、ネットワークＩ／Ｆ１２１から供給された
予定情報に基づいて、時間軸を一致させて同一の画面で表示させるように情報を生成する
。
【００３３】
　ＲＯＭ１１１は、制御部１１０が数値計算や情報処理、機器制御等を行う際に使用する
プログラムや演算用のパラメータのうち、基本的に変更されず固定のデータを格納するも
のである。また、ＲＡＭ１１２は、制御部１１０が数値計算や情報処理、機器制御等を行
う際に使用するプログラムや演算用のパラメータのうち、基本的に各種処理の際に適宜変
化するデータを格納するものである。
【００３４】
　ＥＥＰＲＯＭ１１３は、表示装置１００のユーザによって設定されたパラメータ等を格
納する、書き換え可能なメモリであり、表示装置１００の電源が落とされても情報が消去
されないようにされた不揮発性のメモリである。例えば、ＥＥＰＲＯＭ１１３には、パー
ソナルコンピュータ１４から個人予定情報を取得するためにパーソナルコンピュータ１４
のＩＰアドレスの情報が格納されていてもよく、スケジュール配信サーバ１５からイベン
ト情報を取得するために、スケジュール配信サーバ１５のＵＲＩ（Ｕｎｉｆｏｒｍ　Ｒｅ
ｓｏｕｒｃｅ　Ｉｄｅｎｔｉｆｉｅｒ）の情報が格納されていてもよい。パーソナルコン
ピュータ１４のＩＰアドレスの情報やスケジュール配信サーバ１５のＵＲＩの情報等は、
例えば表示装置１００を操作して設定画面を表示部１０８に表示させて、ユーザのキー入
力部１１８の操作によって設定画面を通じて設定してもよい。
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【００３５】
　時計回路１１４は、現在時刻を提供するものであり、現在時刻の情報を表示部１０８に
表示する際には、制御部１１０は時計回路１１４から現在時刻の情報を取得して、ＯＳＤ
処理部１０５に供給する。現在時刻の情報は、制御部１１０で生成する電子番組表にも表
示させるようにしてもよい。
【００３６】
　ＨＤＤ１１６は、内部にハードディスクを設け、設けられたハードディスクを駆動し、
制御部１１０によって読み出されて実行されるプログラムや情報（例えば音声ファイルや
動画ファイルなど）を記録・再生するものである。ＨＤＤ１１６は、ＨＤＤＩ／Ｆ１１５
を介して制御部１１０との間でデータの読み書きが行われる。
【００３７】
　キー入力部１１８は、表示装置１００の主電源のオン・オフ、音量の増減、放送やチャ
ンネルの選択等を行うキーが配置されている。ユーザがキー入力部１１８を操作すると、
その内容がキーＩ／Ｆ１１７を通じて制御部１１０に送られて、操作内容に応じた処理が
制御部１１０で実行される。
【００３８】
　リモートコントローラ信号受信部１２０は、リモートコントローラ１３０から送信され
た信号を受け取るものである。ユーザがリモートコントローラ１３０を操作して、電源の
オン・オフや音量の増減、放送やチャンネルの選択を行うと、その内容に応じた信号がリ
モートコントローラ１３０から送出される。リモートコントローラ１３０からの信号をリ
モートコントローラ信号受信部１２０で受信すると、受信した信号はリモートコントロー
ラＩ／Ｆ１１９を通じて制御部１１０に送られて、操作内容に応じた処理が制御部１１０
で実行される。
【００３９】
　なお、リモートコントローラ１３０は、特に図示しないが、表示装置１００の電源のオ
ン・オフを行う電源ボタン、チャンネルを選択するための数字ボタン、表示部１０８に表
示する放送を切り替えるためのボタン、番組表を表示部１０８に表示するための「番組表
」ボタン、表示装置１００に搭載された各種機能を実行するための「ツール」ボタン、表
示装置１００に対する各種設定を行うための設定画面を表示部１０８に表示するための「
メニュー」ボタン等が配されている。
【００４０】
　また、リモートコントローラ１３０は、表示部１０８に表示された番組表に対する操作
のために、ユーザがリモートコントローラ１３０を手に持ち、手に持ったリモートコント
ローラ１３０を動かすことで表示部１０８に表示されたカーソルを操作することができる
機能を有している。かかる機能を今後「フリーカーソルモード」とも称する。このフリー
カーソルを実現するために、リモートコントローラ１３０には、例えばジャイロセンサや
加速度センサを備えていてもよく、リモートコントローラ信号受信部１２０は、リモート
コントローラ１３０の動作に反応したジャイロセンサや加速度センサからの情報が受信可
能であってもよい。もちろん、手に持ったリモートコントローラ１３０を動かすことで表
示部１０８に表示されたカーソルが操作できれば、本発明はかかる例に限定されないこと
は言うまでもない。
【００４１】
　フリーカーソルモードは、ユーザが所定の操作を行った時点で有効になってもよく、常
に有効になっていてもよい。所定の操作の例としては、例えば表示部１０８に電子番組表
が表示されている場合に、リモートコントローラ１３０に配された所定のボタンの押下で
あってもよい。
【００４２】
　ネットワークＩ／Ｆ１２１は、表示装置１００とネットワークで接続される他の機器、
例えばパーソナルコンピュータ１４やスケジュール配信サーバ１５との間で無線または有
線によって情報の授受を行うものである。本実施形態においては、パーソナルコンピュー
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タ１４から個人予定情報を、スケジュール配信サーバ１５からイベント情報を、それぞれ
受信して、受信した情報を制御部１１０に供給する。また、制御部１１０で生成された情
報を、ネットワークＩ／Ｆ１２１を通じてパーソナルコンピュータ１４に送信してもよい
。
【００４３】
　外部Ｉ／Ｆ１２２は、表示装置１００と他の機器（例えばハードディスクレコーダ、光
ディスクレコーダ等）との間で情報の授受を行うものである。例えば、外部Ｉ／Ｆ１２２
はＨＤＭＩ（Ｈｉｇｈ－Ｄｅｆｉｎｉｔｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｍｅｄｉａ　Ｉｎｔｅｒｆａ
ｃｅ）によって表示装置１００と接続されている光ディスクレコーダとの間で情報を授受
するためのインタフェースである。
【００４４】
　以上、図１を用いて本発明の一実施形態にかかる表示装置１００のハードウェア構成に
ついて説明した。なお、上述した表示装置１００では、アンテナ１２またはパラボラアン
テナ１３で受信した放送波から電子番組表情報を抽出していたが、本発明は係る例に限定
されない。例えば、ネットワーク経由で放送波を受信するような場合では、ネットワーク
Ｉ／Ｆ１２１で受信した放送波から電子番組表を抽出してもよい。また、放送波はアンテ
ナ１２またはパラボラアンテナ１３から受信するが、電子番組表は別途ネットワークＩ／
Ｆ１２１で受信してもよい。
【００４５】
　次に、本発明の一実施形態にかかる表示装置１００における、制御部１１０の構成につ
いて説明する。図２は、本発明の一実施形態にかかる制御部１１０の構成について示す説
明図である。以下、図２を用いて本発明の一実施形態にかかる制御部１１０の構成につい
て説明する。
【００４６】
　図２に示したように、本発明の一実施形態にかかる制御部１１０は、電子番組表表示部
１４１と、電子番組表選択部１４２と、アイコン表示部１４３と、動作制御部１４４と、
を含んで構成される。
【００４７】
　電子番組表表示部１４１は、デマルチプレクサ１０３で分離された電子番組表情報に基
づいて、表示部１０８に表示する電子番組表を生成して、表示部１０８に表示させるもの
である。電子番組表表示部１４１は、電子番組表を表示部１０８に表示させる際に、電子
番組表を複数の部品（パーツ）が組み合わされたものとして表示させる。電子番組表表示
部１４１によって表示部１０８に表示される電子番組表の例については後に詳述する。
【００４８】
　電子番組表選択部１４２は、フリーカーソルモードで電子番組表を操作する場合におい
て、電子番組表表示部１４１によって表示部１０８に表示された電子番組表における各パ
ーツを選択状態にさせるものである。電子番組表における各パーツとしては、例えば電子
番組表に表示された各番組を一つの単位とする枠であってもよく、日付や時刻が表示され
た枠であってもよい。また、フリーカーソルモードで電子番組表を操作する場合には、リ
モートコントローラ１３０を動作させて表示部１０８に表示されたカーソルを操作し、操
作対象としたいパーツにカーソルを重ね、リモートコントローラ１３０の所定のボタンを
押下することで、当該パーツを選択状態にすることができる。選択状態となったパーツは
、選択状態を保ったままリモートコントローラ１３０を動作させると、いわゆるドラッグ
操作の状態となり、リモートコントローラ１３０の動作によって電子番組表上を自由に動
かすことができる。
【００４９】
　本実施形態にかかる表示装置１００において、フリーカーソルモードで電子番組表を操
作させようとする場合には、例えば、フリーカーソルモードに移行するかどうかをユーザ
に決定させる所定のオプション画面を表示部１０８に表示し、ユーザのリモートコントロ
ーラ１３０等の操作によってフリーカーソルモードに移行するようにしてもよい。
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【００５０】
　アイコン表示部１４３は、電子番組表選択部１４２が選択した電子番組表上のパーツに
対応するアイコンを、表示部１０８に表示された電子番組表に重畳して、表示部１０８に
表示させるものである。電子番組表選択部１４２によって選択状態になったパーツがリモ
ートコントローラ１３０の動作によってドラッグ操作がなされたタイミングで、アイコン
表示部１４３によって、当該パーツに対応するアイコンが電子番組表に重畳して表示され
る。
【００５１】
　例えば、電子番組表選択部１４２が選択したパーツが番組である場合には、その番組に
対する選局、視聴予約、録画予約、番組説明等の機能を実行させるためのアイコンが、ア
イコン表示部１４３により表示される。電子番組表に重畳して表示されるアイコンの例に
ついては後に詳述する。
【００５２】
　動作制御部１４４は、本発明の実行手段の一例であり、アイコン表示部１４３により表
示されたアイコンに対して、電子番組表選択部１４２が選択した電子番組表上のパーツに
よる、いわゆるドロップ操作がなされたら、当該アイコンに対応する動作を制御するもの
である。具体的な動作について後述するが、例えば、電子番組表選択部１４２が選択した
パーツが番組である場合に、アイコン表示部１４３によって録画予約アイコンが表示され
ているとすると、その録画予約アイコンに番組をドロップすると、当該番組の録画予約動
作が動作制御部１４４によって行われる。
【００５３】
　以上、本発明の一実施形態にかかる表示装置１００における、制御部１１０の構成につ
いて説明した。次に、本発明の一実施形態にかかる表示装置１００の動作について説明す
る。
【００５４】
　　〔２〕本発明の一実施形態にかかる表示装置の動作
　図３は、本発明の一実施形態にかかる電子番組表表示部１４１によって、表示部１０８
に表示される電子番組表１５０の一例を示す説明図である。図３には、フリーカーソルモ
ードで電子番組表を操作するためのカーソル１６０も併せて示している。
【００５５】
　図３に示したように、本発明の一実施形態にかかる電子番組表表示部１４１によって、
表示部１０８に電子番組表１５０が表示される。図３に示した電子番組表１５０は、番組
表示部１５１、チャンネル表示部１５２、時間帯表示部１５３、日付表示部１５４、アイ
コン表示部１５５が表示されている。また、番組表示部１５１は１つまたは複数の番組の
情報が表示されており、各番組は１つのパーツとしてカーソル１６０による選択が可能で
ある。また、番組以外にも、チャンネル表示部１５２に表示された各チャンネルや、時間
帯表示部１５３に表示された各時間帯にもついても、１つのパーツとしてカーソル１６０
による選択が可能である。これらのパーツをカーソル１６０によって選択した際の動作に
ついては後に詳述する。
【００５６】
　図３では、カーソル１６０によって指示されている番組の枠が太く表示されており、現
在指示されている番組が分かり易く表示されている。このように、リモートコントローラ
１３０の操作によって、カーソル１６０で指示されている電子番組表１５０のパーツを分
かりやすく表示してもよい。
【００５７】
　図４は、図３に示した電子番組表において、電子番組表１５０に表示されている番組を
リモートコントローラ１３０の操作によって選択し、さらにリモートコントローラ１３０
の操作によってドラッグ操作した場合に、表示部１０８に表示される画面の一例を示す説
明図である。
【００５８】
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　図４に示したように、本実施形態にかかる表示装置１００においては、電子番組表１５
０に表示されている番組の中から、リモートコントローラ１３０の操作によって、録画予
約、視聴予約その他の番組に対する制御をしたい番組のパーツにカーソル１６０を合わせ
ることができる。さらに、カーソル１６０を合わせた番組のパーツをリモートコントロー
ラ１３０の所定の操作によって選択し、さらに、当該番組のパーツに対する選択状態を保
ったまま、リモートコントローラ１３０を動かすことによってドラッグ操作すると、選択
した番組に関連する操作アイコン１６２ａ～１６２ｆを、アイコン表示部１４３によって
、カーソル１６０の近くに、電子番組表１５０に重畳して表示させることができる。
【００５９】
　操作アイコン１６２ａ～１６２ｆは、選択した番組のパーツをドロップしやすいように
大きく表示させるようにしてもよい。ここでは、パーツとして番組をドラッグしているの
で、その番組に対する操作を行うための操作アイコン（図４では、録画予約、視聴予約、
番組説明、選局、お気に入り、検索）が表示される。録画予約のための操作アイコン１６
２ａに選択状態の番組のパーツをドロップすると、当該番組の録画予約ができる。録画予
約された番組は、番組の放送開始時刻になると、例えばＨＤＤ１１６に録画される。もち
ろん、本発明においては、表示装置１００にハードディスクレコーダ、ＤＶＤレコーダそ
の他の録画再生装置が接続されていれば、そのような機器に番組の録画予約の情報を送信
し、当該機器において録画させるようにしてもよい。番組の録画予約動作は動作制御部１
４４が行ってもよい。図５は、録画予約のための操作アイコン１６２ａに選択状態の番組
のパーツをドロップした場合に、表示部１０８に表示される画面の一例を示す説明図であ
る。
【００６０】
　その他にも、視聴予約のための操作アイコン１６２ｂに選択状態の番組のパーツをドロ
ップすると、当該番組の視聴予約ができ、番組説明のための操作アイコン１６２ｃに選択
状態の番組のパーツをドロップすると、当該番組についての番組説明の画面が表示される
（番組説明の画面の内容については本実施形態と直接関係するものではないので詳細な説
明は省略する）。さらに、選局のための操作アイコン１６２ｄに選択状態の番組のパーツ
をドロップすると、当該番組が放送されるチャンネルを選局することができ、お気に入り
登録のための操作アイコン１６２ｅに選択状態の番組のパーツをドロップすると、当該番
組をお気に入りの番組として登録することができる。お気に入りの番組として登録すると
、例えば、当該番組に関連した番組を表示装置１００のユーザに推薦することが可能とな
る。また、検索のための操作アイコン１６２ｆに選択状態の番組のパーツをドロップする
と、当該番組と同一の番組名を有する番組を検索することができる。なお、上述した動作
は、いずれも動作制御部１４４が行ってもよい。
【００６１】
　もちろん、本発明においては、番組のパーツをドラッグした際に電子番組表に重畳して
表示される操作アイコンの内容、数、位置等については、かかる例に限られないことは言
うまでもない。また、電子番組表に重畳して表示させる操作アイコンについては、多く実
行された動作に対応する操作アイコンから順に、例えば画面の左上から表示させるように
してもよい。
【００６２】
　電子番組表１５０に表示される各パーツをリモートコントローラ１３０によって選択し
てドラッグすると、図４に示したように操作アイコンを電子番組表１５０に重畳して表示
させることができる。ここで、パーツを操作アイコンにドロップさせずに、当該パーツの
選択状態を解除すると、アイコン表示部１４３は操作アイコンの表示を解除してもよい。
図６は、パーツの選択状態を解除することで、電子番組表１５０から操作アイコンが消去
された場合に、表示部１０８に表示される画面の一例を示す説明図である。パーツの選択
状態の解除方法の一例を挙げると、例えば、リモートコントローラ１３０の所定のボタン
（例えば「決定ボタン」等）を押下し続けることでパーツの選択状態が保たれるような場
合には、当該ボタンを離すことによってパーツの選択状態が解除されるようにしてもよい
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。
【００６３】
　アイコン表示部１４３によって電子番組表のパーツのドラッグ中に表示される操作アイ
コンは、ドラッグ中のパーツの種類や、そのときのパーツの状況によって変化させてもよ
い。例えば、選択したパーツがすでに録画予約済みや視聴予約済みの番組である場合には
、アイコン表示部１４３は、図４に示したような録画予約や視聴予約のための操作アイコ
ンではなく、録画予約や視聴予約を取り消すための操作アイコンを表示させてもよい。図
７は、既に録画予約や視聴予約が行われた番組のパーツをドラッグした際に、表示部１０
８に表示される画面の一例を示す説明図である。図７に示したように、既に録画予約や視
聴予約が行われた番組のパーツをドラッグすると、アイコン表示部１４３は、録画予約を
取り消すための操作アイコン１６２ａや、視聴予約を取り消すための操作アイコン１６２
ｂを表示させてもよい。
【００６４】
　ドラッグ中のパーツに関連する操作が多数あり、１画面に当該パーツに対応する操作ア
イコンを一度に表示しきれない場合は、複数ページに渡って操作アイコンを表示させるよ
うにしてもよい。かかる場合において、操作アイコンが表示されるページの切り替えは、
リモートコントローラ１３０を操作し、ページの切り替えアイコンにカーソル１６０を合
わせて切り替えアイコンを選択することによって切り替えてもよく、リモートコントロー
ラ１３０を持った腕をひねることでリモートコントローラ１３０を回転させたり、振った
りするなどの特定の動作（ジェスチャ）を行うことにより、操作アイコンの表示を切り替
えてもよい。
【００６５】
　図８は、１画面に当該パーツに対応する操作アイコンを一度に表示しきれない場合に、
複数ページに渡って操作アイコンを表示させる際の、表示部１０８に表示される画面の一
例を示す説明図である。本実施形態においては、ドラッグ中のパーツが番組であり、当該
番組に関連する操作のための操作アイコンは１画面に６個まで表示できるものとしている
。この場合に操作アイコンを７つ以上表示させたい場合には、図８に示したようにページ
戻りアイコン１６４ａ、ページ送りアイコン１６４ｂを表示させてもよい。
【００６６】
　図８に示したページ戻りアイコン１６４ａ、ページ送りアイコン１６４ｂには、リモー
トコントローラ１３０の特定の動作（ジェスチャ）が割り当てられている。例えば、ペー
ジ戻りアイコン１６４ａにはリモートコントローラ１３０の長手方向を軸にして反時計回
りに回転させる動作（ジェスチャパターン）が割り当てられており、ページ送りアイコン
１６４ｂには、リモートコントローラ１３０の長手方向を軸にして時計回りに回転させる
動作が割り当てられている。従って、パーツのドラッグ中にカーソル１６０をページ戻り
アイコン１６４ａやページ送りアイコン１６４ｂに重ねるだけでなく、パーツのドラッグ
中にリモートコントローラ１３０を持った腕をひねってリモートコントローラ１３０を回
転させることで、操作アイコンのページ送りやページ戻しが可能となる。
【００６７】
　電子番組表１５０の各パーツをドラッグすることで表示される操作アイコンに対しては
、それぞれ、ドラッグ中のカーソルの軌跡（ジェスチャパターン）を割り当てるようにし
てもよい。図９は、操作アイコンにカーソルの軌跡がそれぞれ割り当てられている際の、
表示部１０８に表示される画面の一例を示す説明図である。図９で示した操作アイコン１
６２ａ～１６２ｆには、それぞれアイコンの軌跡が模式的に描かれており、操作アイコン
１６２ａ～１６２ｆに描かれたように、パーツをドラッグ中のカーソル１６０をリモート
コントローラ１３０で動かすと、動作制御部１４４はカーソル１６０の動作を検知して、
それぞれの軌跡に対応した動作が行われる。図９では、パーツをドラッグ中のカーソル１
６０を、お気に入り登録のための操作アイコン１６２ｅに描かれている軌跡のようにリモ
ートコントローラ１３０で動かした場合について示したものである。なお、図９に示した
カーソル１６０の軌跡は、説明の便宜上付したものであって、表示部１０８にはカーソル
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１６０の軌跡を表示させなくてもよい。
【００６８】
　電子番組表１５０に表示されているパーツは、番組以外もドラッグ操作やドロップ操作
を可能にしてもよい。例えば、日付が表示されているパーツをドラッグアンドドロップす
ることにより、その日に設定されている予約の一覧表示や、その日に放送される番組の検
索、その日のおすすめ番組の表示、番組表の表示位置の切り替えなどを行ってもよい。
【００６９】
　図１０は、日付のパーツをドラッグした際の、表示部１０８に表示される画面の一例を
示す説明図である。図１０では、電子番組表１５０の左上に表示された「７／１４」と表
示された日付のパーツをドラッグすることで、操作アイコン１６２ｆ～１６２ｌがアイコ
ン表示部１４３によって電子番組表１５０に重畳して表示された場合を示している。例え
ば、おすすめ番組を表示するための操作アイコン１６２ｇに日付のパーツをドロップする
と、その日のおすすめの番組が表示部１０８に一覧表示される。おすすめの番組は、ユー
ザの視聴履歴や録画履歴、お気に入りへの登録履歴等を分析することで、動作制御部１４
４が抽出してもよい。録画予約した番組や視聴予約した番組の一覧を表示するための操作
アイコン１６２ｈに日付のパーツをドロップすると、その日の録画予約対象番組や視聴予
約対象番組の一覧が表示部１０８に一覧表示される。検索のための操作アイコン１６２ｆ
に、ドラッグした日付のパーツをドロップすると、その日に放送される番組の検索画面が
表示部１０８に表示される。
【００７０】
　また、日付を切り替えるための操作アイコン１６２ｉ～１６２ｌに日付のパーツをドロ
ップすると、ドロップした操作アイコンに表示されている日付に電子番組表１５０が切り
替わる。例えば、日付のパーツを「７／１６（火）」と表示されている操作アイコン１６
２ｊにドロップすると、電子番組表１５０の表示を７月１４日に放送されるものから７月
１６日に放送されるものに切り替えることができる。
【００７１】
　このように、電子番組表に関する多種多様な操作を、番組のパーツだけでなく、画面上
に既に表示されているパーツを起点として実行できるため、別途オプションメニューを開
いたり、リモコン上に配置されている専用のボタンを押したりすることなく、直感的に操
作することができる。
【００７２】
　図１０では、日付のパーツをドラッグアンドドロップする場合について示したが、チャ
ンネル名が表示されているパーツをドラッグして、電子番組表に重畳して表示された操作
アイコンにドロップすることにより、チャンネルに関連した操作である選局、検索、当該
チャンネルで放送されるおすすめ番組、予約一覧の表示等を行ってもよい。
【００７３】
　図１１は、チャンネル名のパーツをドラッグした際の、表示部１０８に表示される画面
の一例を示す説明図である。図１１では、チャンネル名のパーツをドラッグすると、アイ
コン表示部１４３によって操作アイコン１６２ｄ、１６２ｆ、１６２ｇ、１６２ｈが電子
番組表１５０に重畳して表示された場合を示している。例えば、ドラッグしたパーツに表
記されているチャンネルで放送される番組の一覧を表示させたい場合には、検索のための
操作アイコン１６２ｆに当該パーツをドロップすることで、動作制御部１４４によって番
組の一覧を検索結果表示部１５６に表示させることができる。図１２は、「Ｃｈ　３」と
表記されたパーツを操作アイコン１６２ｆにドロップした際に、検索結果表示部１５６に
検索結果として表示される番組一覧の一例について示したものである。なお、検索結果表
示部１５６には、図１２に示したように、検索条件に一致した番組の件数、検索条件、検
索結果の一覧を表示してもよい。
【００７４】
　なお、検索結果が表示されている状態で、さらに別のパーツドラッグし、ドラッグした
パーツを検索のための操作アイコン１６２ｆにドロップすることで、検索条件を追加でき
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るようにしてもよい。図１３は、図１２で示したように検索結果として「Ｃｈ　３」で放
送される番組の一覧が表示されている場合に、別のチャンネルが表記されたパーツをドラ
ッグして、当該パーツを操作アイコン１６２ｆにドロップすることで、検索条件が追加さ
れた状態を示す説明図である。図１３では、「Ｃｈ　２」と表記されたパーツを操作アイ
コン１６２ｆにドロップした場合について示したものである。このように、複数のチャン
ネル名のパーツを操作アイコンにドラッグアンドドロップすることで複数のパーツに対す
る操作が可能となる。
【００７５】
　図１１では、チャンネル名のパーツをドラッグして、電子番組表に重畳して表示された
操作アイコンにドロップする場合について示したが、時間帯が表記されているパーツをド
ラッグして、電子番組表に重畳して表示された操作アイコンにドロップすることにより、
当該パーツに表記された時間帯で絞り込んだ操作を行ってもよい。図１４は、図１２で示
したように検索結果として「Ｃｈ　３」で放送される番組の一覧が表示されている場合に
、時間帯表示部「昼」と表記されたパーツをドラッグして操作アイコン１６２ｆにドロッ
プした場合について示す説明図である。このように複数のパーツを操作アイコン１６２ｆ
にドロップすることで、動作制御部１４４において、Ｃｈ　３で放送される番組であり、
かつ、昼の時間帯に放送される番組という条件で絞り込んで検索が行われる。同様に、日
付や時刻が表記されたパーツをドラッグして操作アイコン１６２ｆにドロップしてもよい
。
【００７６】
　本実施形態では、同じ系列のパーツ同士（例えば、チャンネル系のパーツ同士や、時間
系のパーツ同士）を検索条件に含めると検索範囲が広げられるようにしており、異なる系
列のパーツ（チャンネルと時間などの組み合わせ）を検索条件に含めると、検索範囲が絞
り込まれるようにしている。もちろん、本発明においてはかかる例に限定されないことは
言うまでもなく、異なる系列のパーツを検索条件に含めた場合であっても検索範囲が広げ
られるようにしてもよい。
【００７７】
　電子番組表１５０には、検索範囲を絞り込むために、番組のジャンルを表記したパーツ
を表示してもよい。図１５は、電子番組表１５０に番組のジャンルを表記したジャンル表
示部１５７が表示されている場合を示す説明図である。また、図１５は、図１２で示した
ように検索結果として「Ｃｈ　３」で放送される番組の一覧が表示されている場合に、ジ
ャンル表示部１５７から「映画」と表記されたパーツをドラッグして操作アイコン１６２
ｆにドロップした場合について示したものである。このように、複数のパーツを操作アイ
コン１６２ｆにドロップすることで、動作制御部１４４において、Ｃｈ　３で放送される
番組であり、かつ、番組のジャンルが映画である番組という条件で絞り込んで検索が行わ
れる。
【００７８】
　また、検索結果が検索結果表示部１５６に表示されている場合に、検索結果として表示
された番組に相当するパーツを番組表示部１５１からドラッグして、操作アイコン１６２
ｆにドロップできるようにしてもよい。図１６は、図１２で示したように検索結果として
「Ｃｈ　３」で放送される番組の一覧が表示されている場合に、一覧に含まれている「番
組Ａ」を番組表示部１５１からドラッグして、操作アイコン１６２ｆにドロップした場合
について示す説明図である。このように、番組のパーツを番組表示部１５１からドラッグ
して操作アイコンのドロップすることで、その番組のタイトル、番組詳細情報に含まれる
キーワードなどで番組を検索できるようにしてもよい。
【００７９】
　検索結果として検索結果表示部１５６に表示された情報（例えば、チャンネル名、番組
名、時刻等）も、パーツとしてドラッグアンドドロップ操作を可能にしてもよい。検索結
果表示部１５６に表示された情報もドラッグアンドドロップ操作を可能とすることで、当
該情報に対する各種操作を続けて実行することができる。図１７は、検索結果表示部１５
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６に表示された検索結果から１つの番組をパーツとして選択してドラッグし、表示された
操作アイコンにドロップする場合について示す説明図である。検索結果表示部１５６に表
示された検索結果から「７／１４　１４：００　番組Ｃ」と表記されたパーツを選択して
ドラッグし、例えば図１７に示したように、番組説明を表示するための操作アイコン１６
２ｃにドロップすると、当該番組の説明が、動作制御部１４４によって表示部１０８に表
示される。また、当該パーツをドラッグし、画面移動のための操作アイコン１６２ｍにド
ロップすると、動作制御部１４４によって、パーツに表記された番組が番組表示部１５１
に含まれるように電子番組表を表示させることができる。
【００８０】
　このように、ドラッグアンドドロップ操作という一貫した操作体系を提供することによ
り、検索の実行、検索条件の追加、検索で見つかった番組に関する操作といった一連の操
作を、ドラッグアンドドロップ操作の繰り返しだけで直感的に行うことができる。
【００８１】
　電子番組表１５０に表示されたパーツは、ドラッグの前に、リモートコントローラ１３
０を操作することで複数選択できるようにしてもよい。複数のパーツを選択できるように
することで、当該複数のパーツを同時にドラッグし、操作アイコンにドロップすることが
できる。図１８は、チャンネル名が表記されたパーツを複数選択してドラッグした場合に
、表示部１０８に表示される画面の一例を示す説明図である。図１８では、チャンネル名
が表記されたパーツを２つ（「Ｃｈ　２」および「Ｃｈ　３」）選択してドラッグした場
合について示しており、この場合では、予約一覧を表示するための操作アイコン１６２ｈ
、二画面表示させるための操作アイコン１６２ｎ、番組を検索するための操作アイコン１
６２ｆが、アイコン表示部１４３によって電子番組表１５０に重畳して表示されている。
【００８２】
　図１８のように表示部１０８に表示された場合において、操作アイコン１６２ｈにパー
ツをドロップすると、「Ｃｈ　２」および「Ｃｈ　３」で放送される番組の中から予約済
みのものを表示させ、操作アイコン１６２ｎにパーツをドロップすると、動作制御部１４
４によって「Ｃｈ　２」および「Ｃｈ　３」の映像を表示部１０８に表示させる。このよ
うに、複数のパーツを選択可能とすることで、複数のパーツを同時にドラッグして操作ア
イコンにドロップすることができ、複数番組の一括予約、検索条件の一括登録、放送の二
画面表示といった処理が可能となる。なお、複数のパーツの選択状態は、もう一度パーツ
を選択するか、操作アイコンが存在しない場所へドロップすることによって解除されるよ
うにしてもよい。図１９は、複数のパーツの選択状態を解除する場合について示す説明図
である。図１９では、操作アイコンの存在しない図中の×印へ選択状態にある複数のパー
ツをドロップすることで、選択状態を解除する場合を示したものである。なお、図１９の
図中における×印は説明の便宜上付したものであり、実際の電子番組表の画面には表示さ
れない。
【００８３】
　電子番組表１５０に操作アイコンが表示されていない場合において、時間帯やチャンネ
ルが表記されているパーツを選択してドラッグすることで、その時間帯やチャンネルに関
連する番組に対する操作を可能にしてもい。図２０は、時間帯が表記されたパーツをドラ
ッグした場合に、表示部１０８に表示される画面の一例を示す説明図である。本実施形態
では、図２０に示したように、「７ＰＭ」と時間帯が表記されたパーツを選択してドラッ
グすると、予約した番組の一覧を表示するための操作アイコン１６２ｈ、検索のための操
作アイコン１６２ｆ、おすすめ番組の一覧を表示するための操作アイコン１６２ｇが、ア
イコン表示部１４３によって、電子番組表１５０に重畳して表示される。例えば、「７Ｐ
Ｍ」と時間帯が表記されたパーツを、予約した番組の一覧を表示するための操作アイコン
１６２ｈにドロップすると、当該時間帯（この場合では午後７時台）に録画予約や視聴予
約した番組の一覧を、動作制御部１４４によって表示部１０８に表示させる。同じように
、チャンネルが表記されたパーツを、予約した番組の一覧を表示するための操作アイコン
１６２ｈにドロップすると、録画予約や視聴予約した番組のうち、当該チャンネルで放送
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されるものの一覧を、動作制御部１４４によって表示部１０８に表示させる。
【００８４】
　このようにパーツを操作アイコンにドロップすることで、録画予約や視聴予約した番組
の一覧が表示部１０８に表示されるが、その状態でさらにパーツをドラッグして、操作ア
イコンにドロップできるようにしてもよい。図２１は、午後７時台に録画予約や視聴予約
した番組の一覧が検索結果表示部１５６に表示されている場合に、別のパーツをドラッグ
する場合について示す説明図である。このように、別のパーツをドラッグして操作アイコ
ンにドロップすることで、録画予約や視聴予約した番組の検索条件を追加することができ
る。
【００８５】
　また、このように表示された録画予約や視聴予約した番組の一覧は、上述した番組検索
の場合と同様に、検索結果として検索結果表示部１５６に表示された情報も、パーツとし
てドラッグアンドドロップ操作を可能にしてもよい。検索結果表示部１５６に表示された
情報もドラッグアンドドロップ操作を可能とすることで、当該情報に対する各種操作を続
けて実行することができる。図２２は、検索結果表示部１５６に表示された、録画予約や
視聴予約した番組の検索結果から１つの番組をパーツとして選択してドラッグし、操作ア
イコンにドロップする場合について示す説明図である。図２２では、検索結果表示部１５
６に表示された情報のうち「７／１４　０７：４５　番組Ｄ」と表記されたものを１つの
パーツとして選択し、ドラッグした場合について示したものである。この場合は、電子番
組表１５０に重畳して、予約を取り消すための操作アイコン１６２ｏが表示されている。
当該パーツをドラッグして、予約を取り消すための操作アイコン１６２ｏにドロップする
ことで、番組の視聴予約や録画予約を取り消すことができる。
【００８６】
　以上、本発明の一実施形態にかかる表示装置１００の動作について説明した。なお、表
示装置１００の表示部１０８に表示される電子番組表や、操作アイコンの位置、数、サイ
ズ、アイコンに表示されるイメージや文言は、上述したものに限られないことは言うまで
もない。
【００８７】
　また、上述した表示装置１００の動作は、表示装置１００の内部に設けられるＣＰＵ等
の制御手段が、表示装置１００の内部の記憶手段（例えばＲＯＭ１１１やＥＥＰＲＯＭ１
１３等）に格納されたコンピュータプログラムを順次読み出して、当該制御手段が実行す
ることによって行われるようにしてもよい。
【００８８】
　　〔３〕まとめ
　以上説明したように本発明の一実施形態によれば、電子番組表に表示される情報をパー
ツとして扱い、個々のパーツをリモートコントローラ１３０の操作でドラッグ可能に構成
する。そして、パーツをドラッグした時点で当該パーツに関連するアイコンを電子番組表
に重畳する形で表示させ、ドラッグしたパーツを表示されたアイコンにドロップすること
で、電子番組表の操作が可能となる。各パーツには、そのパーツの概観や状況に応じた機
能アイコンが関連付けられるため、ユーザはそれらのパーツの概観をもとに直感的な操作
を行うことができる。
【００８９】
　従来においては、番組検索などのフォーカスされた番組とは直接関連性のない処理を実
行する場合、まずメニューを開いて実行したい機能を選択し、さらに検索条件などのパラ
メータを設定するといった、他段階の操作をそれぞれ異なる操作方法で入力する必要があ
った。それに比べて本実施形態では、このような複雑な条件設定が必要になる機能も、複
数パーツのドラッグ＆ドロップや、操作アイコンへの追加ドロップといった、統一された
単純な操作の繰り返しによって実行することができる。
【００９０】
　また、本実施形態によれば、パーツをドラッグする際に、ドロップ対象となる操作アイ
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コンがカーソルの近くに大きく表示されるため、ユーザは素早くドラッグ＆ドロップ操作
を行うことが可能であるとともに、ドロップ場所を間違えるなどの操作ミスを軽減するこ
とができる。
【００９１】
　また、本実施形態によれば、操作アイコンに対してジェスチャパターンを割り当てるこ
とで、ユーザはパーツのドラッグ中にジェスチャ入力を行うだけで、そのパーツに関連し
た操作を直ちに実行することができる。ユーザはドロップ対象である操作アイコンまでカ
ーソルを移動させる必要がなく、ジェスチャパターンに対応してリモートコントローラ１
３０を操作するだけでよいので、素早い操作が可能となる。ジェスチャパターンの数は、
１つのパーツをドラッグ中に表示される操作アイコンの最大数だけあれば十分なため、複
雑なジェスチャを多数設定しなくてもよい。また、ドラッグ中のジェスチャ入力やカーソ
ル操作によって、画面上に表示される操作アイコンを切り替えることができ、一画面で表
示しきれない操作アイコンのカテゴリ別表示や、操作に慣れた上級者向け操作アイコンへ
の切り替えなどの拡張が可能である。
【００９２】
　以上、添付図面を参照しながら本発明の好適な実施形態について説明したが、本発明は
係る例に限定されないことは言うまでもない。当業者であれば、特許請求の範囲に記載さ
れた範疇内において、各種の変更例または修正例に想到し得ることは明らかであり、それ
らについても当然に本発明の技術的範囲に属するものと了解される。
【００９３】
　例えば、上記実施形態では、操作アイコンが１度に表示しきれない場合には複数のペー
ジに渡って表示させるようにしたが、この際に、電子番組表１５０に重畳して表示する操
作アイコンは、優先度の高いものから順に表示させるようにしてもよい。優先度の高低は
、例えばユーザの操作履歴を分析することで決定してもよく、分析の結果、ユーザの使用
頻度の高い操作アイコンについては１ページ目に表示し、使用頻度が低いものは２ページ
目以降に表示するようにしてもよい。
【産業上の利用可能性】
【００９４】
　本発明は、表示装置および表示方法に適用可能であり、特に電子番組表を画面に表示す
る表示装置および表示方法に適用可能である。
【図面の簡単な説明】
【００９５】
【図１】本発明の一実施形態にかかる表示装置１００の構成について説明する。説明図で
ある。
【図２】本発明の一実施形態にかかる制御部１１０の構成について示す説明図である。
【図３】電子番組表１５０の一例を示す説明図である。
【図４】本発明の一実施形態にかかる表示部１０８に表示される画面の一例を示す説明図
である。
【図５】同実施形態にかかる表示部１０８に表示される画面の一例を示す説明図である。
【図６】同実施形態にかかる表示部１０８に表示される画面の一例を示す説明図である。
【図７】同実施形態にかかる表示部１０８に表示される画面の一例を示す説明図である。
【図８】同実施形態にかかる表示部１０８に表示される画面の一例を示す説明図である。
【図９】同実施形態にかかる表示部１０８に表示される画面の一例を示す説明図である。
【図１０】同実施形態にかかる表示部１０８に表示される画面の一例を示す説明図である
。
【図１１】同実施形態にかかる表示部１０８に表示される画面の一例を示す説明図である
。
【図１２】同実施形態にかかる表示部１０８に表示される画面の一例を示す説明図である
。
【図１３】同実施形態にかかる表示部１０８に表示される画面の一例を示す説明図である
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。
【図１４】同実施形態にかかる表示部１０８に表示される画面の一例を示す説明図である
。
【図１５】同実施形態にかかる表示部１０８に表示される画面の一例を示す説明図である
。
【図１６】同実施形態にかかる表示部１０８に表示される画面の一例を示す説明図である
。
【図１７】同実施形態にかかる表示部１０８に表示される画面の一例を示す説明図である
。
【図１８】同実施形態にかかる表示部１０８に表示される画面の一例を示す説明図である
。
【図１９】同実施形態にかかる表示部１０８に表示される画面の一例を示す説明図である
。
【図２０】同実施形態にかかる表示部１０８に表示される画面の一例を示す説明図である
。
【図２１】同実施形態にかかる表示部１０８に表示される画面の一例を示す説明図である
。
【図２２】同実施形態にかかる表示部１０８に表示される画面の一例を示す説明図である
。
【符号の説明】
【００９６】
　１００　　表示装置
　１０１　　デジタルチューナ
　１０２　　デスクランブル部
　１０３　　デマルチプレクサ
　１０４　　デコード部
　１０５　　ＯＳＤ処理部
　１０６　　映像信号処理回路
　１０７　　音声信号処理回路
　１０８　　表示部
　１０９　　音声出力部
　１１０　　制御部
　１１１　　ＲＯＭ
　１１２　　ＲＡＭ
　１１３　　ＥＥＰＲＯＭ
　１１４　　時計回路
　１１５　　ＨＤＤＩ／Ｆ
　１１６　　ＨＤＤ
　１１７　　キーＩ／Ｆ
　１１８　　キー入力部
　１１９　　リモートコントローラＩ／Ｆ
　１２０　　リモートコントローラ信号受信部
　１２１　　ネットワークＩ／Ｆ
　１２２　　外部Ｉ／Ｆ
　１３０　　リモートコントローラ
　１４１　　電子番組表表示部
　１４２　　電子番組表選択部
　１４３　　アイコン表示部
　１４４　　動作制御部
　１５０　　電子番組表
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　１５１　　番組表示部
　１５２　　チャンネル表示部
　１５３　　時間帯表示部
　１５４　　日付表示部
　１５５　　アイコン表示部
　１６０　　カーソル
 

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１１】 【図１２】

【図１３】 【図１４】
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【図１５】 【図１６】

【図１７】 【図１８】



(23) JP 4618346 B2 2011.1.26

【図１９】 【図２０】

【図２１】 【図２２】
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